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No. 724 日合商の基本は『協調と連帯』

日合商は昭和 52（1977）年に合板・建材を扱う流通
業界の活性化と、関係官庁に意見書が提出できる組
織として発足した歴史ある組織であり、業界唯一の
国の認可団体です。その「会勢強化」は、業界の活
性化につながるものです。また、新規会員・賛助会
員の数が増えることで関係官庁への発言力も増し、
社会的な影響力も拡大していくものと考えています。
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日本合板商業組合 第 42 回 通常総会を来る 5 月 16 日 ( 木 ) に、エク
スカーションを 17 日 ( 金 ) に開催します。総代会は全国の組合員が
一堂に会する唯一の機会であり、『協調と連帯』の下、建材流通業の
発展と会員の活性化が図られ、また情報交換の場として、組合員各
位に大きく寄与すると思います。

本年は、九州支部が主管となり、有意義な会になりますよう支部会
員が全力を尽くして準備しております。皆々様、お誘いのうえ、ぜ
ひご出席ください！
　　　　　　　日本合板商業組合　　理　事　長　　　足立  建一郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　九州支部支部長　越智  通広

第42回通常総会 開催　in FUKUOKA
皆々様のご出席をお待ちしています！

●5月16日 (木 )　通常総会
　　会　　　場　グランドハイアット福岡

　　　　　　　　〒 812-0018  福岡市博多区住吉 1 丁目 2-82

　　　　　　　　TEL 092-282-1234

　　総代会受付　13：00 ～

　　総　代　会　14：00 ～ 15：30

　　講　演　会　15：45 ～ 17：15

　　　　　　　　講師 白駒　妃登美　( しらこま　ひとみ ) 氏

　　　　　　　　演題　“ 博多の歴女 ”

　　懇　親　会　17：30 ～ 19：10

　　　　　　　　アトラクション：精華女子高等学校 吹奏楽部

　　　　　　　　ソールマテック ( ゴスペル ソング )

　　二　次　会　19：10 ～

　　　　　　　　アトラクション：JAZZ シンガー

　　◇参加料 ( 登録料 )

　　　組合員お一人様　  20,000 円（税込、懇親会・二次会含む）

　　　ご同伴者お一人様  10,000 円（税込、懇親会・二次会含む）

　　　※令夫人またはご子弟に限らせていただきます。

●5月17日 (金 )　エクスカーション
　【ゴ　ル　フ】

　　芥屋ゴルフ倶楽部にて（昼食休憩を入れてのプレー）

　　〒 819-1335　福岡県糸島市志摩芥屋 1-1

　　　　　　　　　TEL　092-327-0261（フロント代表）

　　◇登録料　お一人様  10,000 円（税込、プレー代、その他私物は各自ご精算）

　【観　　　光】

　　ユネスコ世界文化遺産 宗像大社

　　宮地嶽大社参拝散策

　　◇登録料　お一人様　10,000 円（税込、食事・バス代含む）

日合商　2019 年  4 月イベントスケジュール
4 月 09 日 ( 火 )　東北支部総会　　　ホテルメトロポリタン仙台にて
4 月 18 日 ( 木 )　関西支部総会　　　THE KASHIHARA（奈良）
4 月 19 日 ( 金 )　中部日本支部総会　名鉄ニューグランドホテル

開催日程

●お問合せ先　事務局  金井・吉川　TEL：03-5256-9080　FAX：03-5256-8786

Grand Hyatt Fukuoka
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住宅生産者団体連合会　平成 31 年 1 月度　経営者アンケート結果

受注戸数

戸建分譲住宅

賃貸住宅

上記全体

戸建注文住宅

受注戸数

受注戸数

受注戸数

受注金額

受注金額

受注金額

受注金額

受注金額

リフォーム

10 〜 12 月（対前年同期比）
実　績

平成 31 年 1 〜 3 月（対前年同期比）
見通し

△10％
程度・以上

悪い

＋ 10％
程度・以上

良い

△5％
程度
悪い

＋ 5％
程度
良い

± 0％
かわらず

△10％
程度・以上
悪くなりそう

＋ 10％
程度・以上
良くなりそう

△5％
程度

悪くなりそう

＋ 5％
程度

良くなりそう

± 0％
かわらず

 3 0 3 ⑥ 3 1 0 0 ⑫ 2

 1 0 ⑥ 3 4 1 0 1 ⑨ 3

 1 1 ③ 1 2 0 0 ④ 3 1

 1 ② ② ② 1 0 1 3 ④ 0

 1 ④ 2 3 1 0 1 4 ⑤ 1

 2 0 ⑥ 1 2 1 0 ⑤ 4 1

 0 0 0 6 ⑧ 0 0 1 ⑧ 5

 2 0 4 ⑤ 2 0 1 2 ⑦ 3

 2 1 1 3 ⑤ 0 1 0 ⑧ 3

○印の数字は最も回答が多い

（注）①戸建注文住宅：エンドユーザーからの請負戸建住宅
　　  ②戸建分譲住宅： ディベロッパーから分譲住宅用とし

て請け負った戸建住宅を含む
　　  ③低層賃貸住宅：アパートを意味する

調査期間
平成 31 年 1 月上旬
調査対象
住団連及び、住団連団体会員の会員企業 17 社の
住宅の受注動向を把握している経営者
回答数　16 社
旭化成ホームズ、一条工務店、サンヨーホームズ、スウェーデンハウス、
住友林業、積水化学工業、積水ハウス、大東建託、大和ハウス工業、
寺井工務店、東急ホームズ、トヨタホーム、日本ハウスホールディングス、
パナソニック ホームズ、ミサワホーム、 三井ホーム　（社名：アイウエオ順）

総戸数 持　家 分譲住宅 賃貸住宅 給与住宅個
数

平成 31 年度
予測 92.7 28.2 24.4 39.6 0.5

平成 30 年度予測

A 社 95 30 26 38.0 1
B 社 95 30 24 40.5 0.5
C 社      
D 社 90.6 29 21 40 0.6
E 社 91.3 27.1 23.7 40 0.5
F 社 93.5 28 25.5 39.5 0.5
G 社 89 27.3 23.4 37.8 0.5
H 社 93.5 27 26.5 39.5 0.5
I 社 93.5 28 24 41 0.5

J 社      

K 社 90.8 27.8 24 38.5 0.5
L 社 93.5 28 24 41 0.5
M 社      
N 社 93.9 28.5 25.3 39.5 0.6
O 社      

P 社 　 　 　 　 　

Q 社    39  

R 社 94     

平　均 92.7 28.2 24.4 39.6 0.5

回答数―13 社【単位：万戸】新設住宅着工戸数の予測景況判断指数　単純集計

ホームページ活用でメールマガジン記事確認を便利に！
[ 日本合板商業組合メールマガジン <info-mag@nichigosho.
net>] より配信される方法に加えて、[ 日合商ホームページ
<http://nichigosho.net>] の Contents[ 日合商メールマガジ
ン ] から過去～最新の内容が確認できるようになります。
配信のお申込みは、
① メールアドレス
② 氏名（ふりがな）
③ 会員会社名
④ TEL
⑤ 会員種別（組合員［正会員］、賛助会員、準会員）を明記
⑥ 支部名・地区支部名
⑦  都道府県名
をご記入のうえ、「日本合板商業組合メールマガジン <info-
mag@nichigosho.net> 宛てに E メールで送信いただきます
ようお願いします。

❶ ホームページにアクセス

　⬇
❷ 画面右下 Contents の [ 日合商メールマガジン ] バナーをクリック

　⬇
❸ 表示される [ 組合員専用ページ ] でメールマガジンで配信された
     [ ユーザー ID] と [ パスワード ] を入力、保存し、ログイン

　⬇
❹ 過去から最新までの [ メールマガジン記事 ] が確認できる !!

日合商トップページ

過去から最新までの記事を検索できます。

日合商事務局 お知らせ
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概　要
　2019 年 1 月の新設住宅着工戸数は 67,087 戸（前年同月比 1.1％増）で 2 カ月

連続の増加となった。その内、木造住宅は 38,121 戸（同比 2.2％減）で先月の

増加から再びの減少となった。季節調整済年率換算値は 87.2 万戸で前月比 9.3％

減、4 カ月ぶりの減少となる。

　利用関係別では持家が 20,925 戸（前年同月比 3.3％増）で 4 カ月連続の増加、

貸家は 24,776 戸（同比 12.3％減）で 5 カ月の連続の減少、分譲は 20,911 戸（同

比 19.8％増）で 6 カ月連続の増加となった。分譲の内訳はマンションが 9,368

戸（同比 43.6％増）で 6 カ月連続の増加、戸建ては 11,190 戸（同比 4.2％増）

と 2 カ月連続の増加となった。貸家は減少したが、持家及び分譲住宅が増加し

たため、全体で前年同月比 1.1％の増加となった。

国内 ･外合板の供給量
　1 月の国内合板生産量は 25.8 万㎥（前月比 97.6％、前年同月比 100.7％）と

発表された。その内、針葉樹合板の生産量は 24.8 万㎥（同比 97.9％、100.8％）

となり、出荷量は 27.1 万㎥（同比 105.1％、107.6％）で在庫量は 13.3 万㎥と

4 カ月連続で減少し、出荷量も 4 カ月連続で前年を上回る数字となった。

　輸入合板の 1 月度入荷量は 25.7 万㎥（前月比 112.8％、前年同月比 93.9％）

となった。国別入荷量はマレーシアが 9.3 万㎥、インドネシアが 7.6 万㎥、中国

が 6.5 万㎥となっている。生産から船積までのリードタイムが短くなっている。

今後の見通し
　国内針葉樹合板の市況は若干落ち着いた動きになっているが、需給バランス

は取れている。在庫量は 8 カ月ぶりに 13 万㎥まで少なくなっており、フロアー

台板など生産アイテムが多様化する現状では決して充分でなく、生産量の 0.54

カ月分しか無い状態であるので、メーカーが売り急ぐ必要もなく、相場は維持

されると思われる。

　輸入合板は産地価格・為替・国内需要が絡み合い、決算に向けて輸入業者に

よる現物在庫削減のための安値が散見される状況となっている。全国的には在

庫は減少傾向にあるが需給バランスが未だ取れていないことで弱含みの相場が

続いている。現状、輸入業者は採算割れの商いを続けているが、それがどこま

でも続くことは無く、注意が必要な時期にあると思われる。
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2.3㎜ T2

4.0㎜  〃

5.5㎜  〃

9.0㎜  〃

12.0㎜  〃

ラワン JAS
F ☆☆☆☆

針葉樹構造用
（ネダノン）

輸入・型枠用

輸入・構造用

F ☆☆☆☆  12㎜ C-D

F ☆☆☆☆ 24㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 28㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 9㎜  3×10

12㎜ JAS 製品

F☆☆☆☆12㎜ JAS 製品

品　　目
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合板　短期需給見通し （Unit：1,000㎥）

林野庁主催「平成 30 年度 第 4 回木材需給会議」
に先立ち 2019 年 3 月 6 日の「平成30年度 第
四回合板需給検討委員会」（日本合板工業組合連
合会・日本木材輸入協会・日本合板商業組合）で
合板需給見通しを検討しました

　国産合板の需要
1. 平成 30 年第 4四半期の実績について　　今回（859 千㎥）
　（実績数量の背景、前年同期との比較等）
　 見込、前年同期ともに上回り、年で最大需要の四半期となった。大手プレカット・住宅メーカー

が牽引し、中小工務店も活発化した構造用需要と、フロアー台板などの非構造用需要は好調に推
移した。
2. 平成 31 年第 1四半期の見込みについて　今回（780 千㎥）
　（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）
　 消費税前の小規模であるが駆け込み要因もあり前年同期比水準を超える需要予測となる。ただし

大手プレカットの需要が一旦ピークアウトしているため、前年同期比プラス 0.3％の 780 千㎥と
なる見込み。
3. 平成 31 年第 2四半期の見通しについて　今回（780 千㎥）
　（見通し作成の根拠）
　 引き続き駆け込み要因は続くとの見通しで前年同期水準を超えるとの予測。大手プレカットをは

じめ一旦トーンダウンしていた需要も連休明け以降の需要の回復が見込まれている。ただし、平
年より長い 5 月連休がある。また働き方改革関連法案の 4 月 1 日からの施行に対応しなければな
らない企業を中心に、取得休暇をまとめる動きもあり、実稼働日がしっかりと減少する見通し。

　（前年同期との差異について）
　 前年同期比プラス 0.4％の 780 千㎥。
4. 平成 31 年第 3四半期の見通しについて　今回（790 千㎥）
　（見通し作成の根拠）
　 消費税駆け込みを平準化する住宅取得についての政策が数多く実施されること、非住宅分野の木

造建築や非構造用合板の用途増加が継続していること、春からの新規稼働工場の生産も軌道にの
り供給が増加する予測から、前年同期を上回る見通し。

　（前年同期との差異について）
　前年同期比プラス 1.8％の 790 千㎥。

　輸入合板の需要
1. 平成 30 年第 4四半期の実績について　　今回（760 千㎥）
　（実績数量の背景、前年同期との比較等）
　 見込、前年同期ともに上回った。在庫アイテムによる過不足状態が続くと予測していたが、大き

く超える供給となったため、前年同期比プラス 2.3％の 760 千㎥。
2. 平成 31 年第 1四半期の見込みについて　今回（710 千㎥）
　（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）
　 前期の入荷量の増加で不足感のあったアイテムも解消に向かい、産地コストは上昇にあるものの

シッパーの販売姿勢から、需要側は手当を急ぐ気配はない。前年同期比マイナス 0.1％の予測。
3. 平成 31 年第 2四半期の見通しについて　今回（720 千㎥）
　（見通し作成の根拠）
　 現地の丸太不足の改善や価格上昇のピークアウトの一方、昨年から、滞船、コンテナ比率の上昇

による港湾倉庫のキャパの減少が続くといった供給事情の予測。これをもとに需要側の手当は、
期間供給量である昨年平均水準程度の手当はアイテムを切らさないように行うとの見通し。

（前年同期との差異について）
　前年同期比マイナス 4.9％の 720 千㎥。
4. 平成 31 年第 3四半期の見通しについて　今回（700 千㎥）
　（見通し作成の根拠）
　 前四半期の予測と同様、コンテナ比率上昇による港湾における人手不足の状況に改善変化の予測

は立たない。また昨年までの 2 年間の薄物、中厚物の港湾倉庫での品不足から、充足されてきた
供給状況であることから、減少する供給量に需要量も見合って出るとの見通し。

　（前年同期との差異について）
　昨年同期比プラス 2.3％の 700 千㎥。

※東京都ベニヤ板問屋協同組合、日本合板商業組合「市況通信」より 
（注）1 車単位（10 トン）問屋売り価格・90 日手形（JAS 製品）

東京の合板卸売り価格 （円） 北海道 - ④ -0015 ㈱札幌ベニヤ商会 代表取締役 今井  多嘉士
北海道 - ③ -0021 ㈱仲屋木材 代表取締役 仲屋  成裕
東北 - ② -0039 ㈱ヤマイチ 代表取締役 山王  敏彦
北関東 - ④ -0040 ㈱臼井ベニヤ商会 代表取締役 臼井  章浩
東京・静岡 - ④ -0077 ㈲和 代表取締役 和田  達也
東京・長野 - ④ -0081 アサヒ建材㈲ 代表取締役 平沢  治司
北陸 - ④ -0082 ㈱スミカ 代表取締役 炭元  嘉雄
関西 S - ① -0012 稲畑産業㈱ 取締役常務執行役員 佐藤  友彦
中部日本 - ④ -0030 ㈱メイゴー 代表取締役 濱路  文男
中部日本 - ④ -0031 ㈱井桁藤 代表取締役 牧野  郁雄
中部日本 S - ① -0011 住友林業クレスト㈱ 代表取締役社長 町野  良治
中国・山陰 - ④ -0004 ㈲富士建材 代表取締役 御船  良子
四国 - ④ -0006 ㈱シンツ松山本社 代表取締役 村上  髙志

【グリーン購入法】に基づき
事業者新認定・期限更新した13 社

平成 31 年
2 月 26 日現在

供給 需 要（出荷） 期末在庫

計 国内製造 輸入合板 計 国内製造 輸入合板 合計 国内製造 輸入合板

2018(H30) 10-12
前回予測 (1,538) (830) (708) (1,580) (840) (740) (1,103.784) (217.289) (886.495)

実績 1,588.133 812.929 775.204 1,619.117 859.117 760.000 1,114.800 181.101 933.699
2018(H30) 計 6,139.853 3,216.797 2,923.056 6,101.787 3,189.787 2,912.000

2019(H31)  1-3
前回予測 (1,469) (800) (669) (1,500) (780) (720) (1,072.784) (237.289) (835.495)

見込み 1,517.000 790.000 727.000 1,490.000 780.000 710.000 1,141.800 191.101 950.699

4-6
前回予測 (1,594) (820) (774) (1,490) (780) (710) (1,176.784) (277.289) (899.495)

見通し 1,533.000 810.000 723.000 1,500.000 780.000 720.000 1,174.800 221.101 953.699
7-9 見通し 1,537.000 820.000 717.000 1,490.000 790.000 700.000 1,221.800 251.101 970.699

650
780
940

1,540
1,840
1,150
2,570
2,870
1,980
1,490
1,500

2 月13 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

650
780
940

1,540
1,840
1,150
2,570
2,870
1,980
1,490
1,500

2 月20 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

640
760
920

1,520
1,840
1,150
2,570
2,870
1,980
1,470
1,480

2 月27 日

-10
-20
-20
-20

0
0
0
0
0

-20
-20

前週比

640
760
920

1,520
1,840
1,150
2,570
2,870
1,980
1,470
1,480

3 月6 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比


